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背景と目的
　人間は、木材をはじめとする様々な森林資源を利用していますが、そのために森林を大
規模に伐採したり、人工林を植林したりして、人為的な改変を行ってきました。近年、森
林の利用にあたっては、森林の多面的機能の発揮、持続可能な利用が世界的規模で求めら
れており、さらに生物多様性国家戦略（1995）によって、保全と利用の両立が求められ
ています。
　そこで、人為影響を和らげる方策を立てるために、人為的改変によって森林生態系にお
ける生物多様性がどのような影響を受けるかを明らかにし、多様性を保全する管理手法の
提示をめざしました。

森林総合研究所　第一期中期計画研究成果選集

ア分野　森林における生物多様性の保全に関する研究
（イ）人為が生物多様性へ及ぼす影響の評価と管理手法への応用

クマの個体数推定や分布状況を
把握するために自治体が使用

森林管理局における現場技術
への利用

尾根等の保存帯の保全、皆伐
による急激な環境変化を避け
るなどの保全策

生物相の豊かな森作りに利用

緑の回廊の機能を高める森林管
理指針を提言

緑の回廊の適正配置手法 森林施業の影響の解明樹木の遺伝的多様性評価手法の開発

ツキノワグマ：ヘアトラッ
プ法＊の開発により個体
数推定法が確立

日本の森林：
● 原生林の消失
● 草原と広葉樹林の減少
● 人工林化、細分化が進行
● 雑木林や採草地の放棄

ブナ：遺伝的多様性は孤
立林でもっとも低い

アオダモ：個体密度の低
下により自殖率が増加

チョウ類：広葉樹林でもスギ人
工林でも草地及び伐採跡地で
種数が多い

クマゲラ：繁殖には高齢
のブナ林が必要
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＊については、巻末の用語解説をご覧ください。

ヘアトラップに訪れたツキノワグマ

北上高地「緑の回廊」内外での捕獲状況
（回廊内にクマは少ない）

ヘア （体毛）
トラップによる
ツキノワグマ
の生息分布
調査

ツキノワグマの個体数推定法を開発→緑の回廊を評価

落葉広葉樹林の二次遷移にともなうチョウ類群集の変化

人手を加える場所と保護する場所を区別した森林管理によって生物多様性を維持できます。

0

10

20

30

40

50

60

採
草
地

1-
2年

3-
4年

6-
7年

8-
9年

16
-1
7年

21
-2
2年

47
-4
8年

50
-5
1年

原
生
林
A

原
生
林
B

原
生
林
C

種
数

チョウの種数は
広葉樹林の成長に
ともなって減少
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アイノミドリシジミ

フジミドリシジミ

スギタニルリシジミ

ヒメキマダラヒカゲ

ミスジチョウ

二次林も古くなれば
原生林を好む種の

すみかとなる

樹木集団の遺伝的多様性の評価手法開発

アオダモ：個体密度
の低下により自殖
率が増加します。

ブナ：分布の周辺林分ほど遺伝的多様性
は低下し、孤立するとさらに低下します。




